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14：8 美　　　術　　　行　　　政　　　論
　　（14）Wieland，αA．＿Der　De雌m泓1＝und：H：eimatsc五u七z
　in　der　Gesetzgebu：ng　der　Gegenw訂七，Basel，1905。
　　（15）Wolf，：F．＿Denkm勘1肥c：hive，Berlin，1913シ
W　英國美術行政法に關するむの
　　（1）Br・wn，G．B．一丁五ec乱re・f我neient　m・numents，
　Camもridge，1905．
　　（2）：L泓ng五〇me，W・一De　I泓consemtion　des　momments
　：his七〇虹gues　en　Angle七erre，Pa，ris，1896。
　V　日本美術行政法に關するあの
　わが國の文獄にして純然たる法學上の硯究に属するものは、
殆ど縄無といつて好い。唯問接に資料たり得べきものを畢ぐれ
ぱ、例へば（順序不同）、
　　（1）文學博士黒板勝美氏史蹟逡物に關する意見書（史學雑
　誌第二十三編第五六八一六一一頁）。
　　（2）些國寳の話買文部省宗敏局）に於ける文部省宗敏局長西
　山政猪氏講話國寳保存事業に就て、工學博士關根貞氏講演國
　寳建造物の保存、文部省國寳鑑査官藤懸静也氏講演國寳寳物
　類に就て。肚會致育協會登党。
　　（3）山崎有信氏箸（明治三十六年）古杜寺保存便覧、之れは
　善法たる古肚寺保存法の各條に簡輩な逐條解説を加へ、及び
　指定願その他の屈書の書式を掲げたものである。
　　（4）外務省書記官三枝茂智氏講演封外文化政策に就て、昭
附　　録　　文 献 工49
和六年七月外務省文化事業部頒布。
　（5）雑誌には、國立公園及び史蹟名勝天然記念物等の如き
ものあるに過ぎ鍛。尤も國立公園七月號以降所掲の内務省保
健課長伊藤武彦氏稿國立公園法解説は、美術行政の或部分的
封象に關する純法學的追及として、鼓に特記せられなけれぱ
なるまい。
　　　　　　（完）
